
・誰もが気軽に立ち寄れる、くつろぎ・賑わいの空間とする。
・体験・活動・交流を通して、感性や創造力を育み、創作した成果を発信
することで、新たな出会いやきっかけにつなげる。

１階 コンセプト
「賑わい・交流・創作・発信のフロア」

②＜予約図書コーナー＞
～区立図書館初の
予約図書コーナー～

事前にインターネット予約した資料を、
カウンターを通さずに受け取ることがで
きる。

③＜エントランスホール＞
～見通しの良い開放的な
エントランスホール～

・ホール入口にはインフォメーション
コーナーのほか、エントランスソ
ファを設置し、休憩できる場所をつ
くる。

・エントランスホールにある吹抜けを
活かした見通しの良い開放的な空間
をつくる。

⑤＜テラス＞
～さわやかな木漏れ日と風が

心地よい空間～

カフェエリアとテラスがつながっ
ており、天気の良い日にはテラス
でくつろぎながら本を読むことが
できる。

①＜ワークショップエリア＞
～自由なモノづくりの空間と、感性・創造力の発信～

ボランティアによる布絵本などの本づくりや、講師を
招いた創作講座、インストラクターを配置し、３Dプリ
ンターなどを活用した創作活動、体験キットを活用した
子ども向けの自由工作等を行う。

⑦＜閉架書庫＞
利用者が立ち入らないエリ
アで、蔵書資料を収納する
閉架書庫を設け、全体の蔵
書数を維持する。

④＜情報発信エリア＞
～ふらっと立ち寄りたくなる情報発信の空間～

・デジタルサイネージや、話題本、新刊本など手に取り
やすい展示書架の空間をつくり自然と立ち寄りたくな
る情報発信のエリアをつくる。

・ワークショップの活動に関連する図書や創作した作品
を展示し、新たな出会いにつながる空間をつくる。

情報発信エリア

清掃員控室

⑥＜カフェエリア＞
～誰もが気軽に入れる開放感の

あるくつろぎの場～

・新聞・雑誌などの書架を充実させ、
図書館内の本をカフェエリアで飲
食しながら読むことができる開放
的な空間にする。

・デザイン性の高いソファやカウン
ター席を配置し、くつろぎ、賑わ
い、交流の場を演出する。

①

②

④

③
⑥

⑤

⑦

新聞・雑誌架 雑誌架
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改築後の梅丘図書館のイメージについて



２階 コンセプト
「新たな学びや自分に合った居場所に出会えるフロア」

・自分に合った居場所や本に出会える空間にする。
・新たな学びや本との出会いを通じて、一人ひとりが知的探索（深める）する
ことができる環境づくりを行う。

②＜南側窓面・階段・吹抜けまわり
の閲覧席エリア＞

～お気に入りの席に出会える
自分に合った居場所～

窓面や階段回りの少し開けた閲覧席には、
カウンター席や什器の組み合わせを変え
るなど、自分に合った閲覧席に出会える
エリアをつくる。

①＜北西書架エリア＞
～落ち着いた雰囲気で本と

出会える空間～

多世代で人気のある文学や文庫な
どの書架を置き、本を手に取って
もらう工夫として書架照明を設置
する。

⑦＜北側窓面の閲覧席エリア＞
～一人ひとりが集中できるパーソナルスペース～

一人ひとりが静かな空間で、集中して読書・調べ
もの・学習などができる個室のような閲覧席エリ
アを整備する。

③＜若い世代向け書架エリア＞
～若い世代が集まる隠れ家のような居場所～

書架の並びに変化をもたせ、スタンド照明とあ
わせて隠れ家のような居場所をつくり、蔵書を
工夫するなど、若い世代向けの空間をつくる。

⑥＜知的探索エリア＞
～気軽に立ち寄れるレファレンスエリア～

・図書の貸出・返却業務を自動化することで、レファ
レンス等の相談業務を中心としたカウンターとし、
気軽に立ち寄れるよう什器などを工夫する。

・地域資料、行政資料、専門書などの調べものに活用
できる資料を置く。

カウンター

④＜対面朗読室＞
対面朗読サービスのほか、
デイジー図書などの録音資
料の作成支援などに活用す
る。

⑤＜南東書架エリア＞
～自分の趣味や興味を

深める空間～

音楽、美術、スポーツ、旅行
などの様々な分野の本を置き、
自分の趣味や興味を深められ
る空間をつくる。

北側窓面閲覧席

北西書架エリア①

⑦

階段まわり閲覧席②

吹抜けまわり閲覧席②

南側窓面閲覧席②

知的探索エリア⑥

南東書架エリア⑤

④

若い世代向け
書架エリア

③
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３階 コンセプト
「自然を感じながら感性を育むフロア」

・羽根木公園と図書館がつながり、自由に行き来できることで、子どもだけでなくファ
ミリーなど多世代の学びのきっかけをつくる。

・自然やまちの景観を感じられる居心地の良い場を設けるなど、一人ひとりが自由に
くつろげる空間をつくり、感性を育む。

①＜多目的室＞
～様々な目的に使用できる
フレキシブルな空間～

可変性の高いパーソナルなテーブ
ルを置き、本の著者による講演会、
映画上映、健康講座等のイベント、
小規模の勉強会、学習室など様々
な目的に合わせて使用する。

②＜公園と図書館がつながるエリア＞
～図書館内も緑を感じられる
公園と一体性のあるエリア～

・フェイクグリーンや木目柄の什器を使用
することで、利用者が公園との一体性や
つながりを感じながら、自由に利用でき
る居心地の良い空間をつくる。

・料理・手芸・子育て・ペット関係など
生活に役立つ本を置き、子どもを遊ば
せながら大人も本を読めるくつろぎの
場をつくる。

⑤＜テラス＞
～自然や景観を感じながら過ごせるテラス～

・開放されたテラスで自然やまちの景観を
感じながら、読書や親子での読み聞かせ
などができる。

・夜はテラスの柵をライトアップし、図書館
の利便性・視認性を高め、森（公園）の中
にある図書館を演出する。

④＜おはなしの部屋＞
～自由にくつろげる優しい空間～

・子どもや親子などがくつろげるよ
うに什器などを工夫する。

・自由に絵や文字をかける壁面を設
置する。

⑥＜ブリッジ＞
羽根木公園と直接つな
がるブリッジを設置し、
利用者の利便性向上な
どを図り、公園やプ
レーパークと連携した
イベントなどを行う。

③＜子どもコーナー＞
～楽しみながら本と出会える空間～

・楽しみながら読書ができるように書架の形状など
を工夫し、子どもがわくわくするような什器を取
り入れて、子どもと本との出会いのきっかけをつ
くる。

・夜は可動式書架を活用して、大人向けの絵本を
並べるなど、大人も利用できるコーナーにする。

公園と図書館が
つながるエリア

①

②

③

④

⑤

⑥

⑤

おはなしの部屋
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